
染
そめ

付
つけ

銹
さび

地
じ

茄
な

子
す

文
もん

皿
ざら

晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）晴れ舞台にドキドキ（府招浮立【伊万里市制施行50周年記念イベント】、４月18日）

特集 市町村合併………………………
市制50周年記念式典…………………
インフォメーション伊万里……………
教育と文化………………………………
みんなの広場……………………………
ほがらかページ…………………………
伊万里の昔ばなし………………………
スポーツ…………………………………
くらしのチャンネル……………………
お便り……………………………………

広報

宣言しま
す！

さわやか
市政宣言しま

す！

さわやか
市政

2
6
10
15
16
18
19
20
22
24

今月の主な内容

2004
(平成16年)

５
NO.603

広報

初期鍋島 1660～1670年代
高さ 3.4 口径15.2 底径 8.4cm
伊万里市重要文化財

P15：郷土の文化財（将軍や大名
が愛した器たち）に掲載



伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
任
意
合

併
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
的

に
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
伊
万

里
市
・
有
田
町
・
西
有
田
町
の
１

市
２
町
の
首
長
・
助
役
・
議
長
・

副
議
長
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、

自
分
た
ち
の
市
や
町
が
抱
え
る
問

題
や
合
併
に
関
す
る
事
項
の
検
討

を
行
う
た
め
に
、
平
成
14
年
７
月

４
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
協
議
会
で
は
現
在
の

事
務
事
業
調
査
や
、
こ
れ
か
ら
の

１
市
２
町
で
の
合
併
に
対
す
る
取

り
組
み
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
15
年
８
月
26
日
の
第
13
回

任
意
合
併
協
議
会
で
協
議
事
項
と

さ
れ
た
『
病
院
事
業
の
取
り
扱
い
』

に
つ
い
て
、
西
有
田
町
か
ら
「
新

病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
西
有

田
町
内
に
建
設
す
る
と
の
確
約
が

ほ
し
い
」
と
要
望
が
な
さ
れ
、
継

続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

西
有
田
町
は
、
法
定
合
併
協
議
会

移
行
の
前
提
と
し
て
法
人
格
を
有

す
る
地
域
自
治
組
織
の
設
置
や
新

病
院
の
西
有
田
町
内
建
設
な
ど
５

伊
万
里
地
域
で
の

こ
れ
ま
で
の
流
れ

病
院
問
題
で
協
議
中
断

新
た
な
申
し
入
れ

IMARI 2



3 IMARI

項
目
に
つ
い
て
基
本
合
意
を
整
え

る
こ
と
の
申
し
入
れ
を
、
法
定
協

議
会
移
行
の
協
議
を
予
定
し
て
い

た
第
14
回
協
議
会
の
当
日
、
伊
万

里
市
と
有
田
町
に
提
出
し
ま
し

た
。（
表
１
）

11
月
26
日
に
行
わ
れ
た
第
15
回

任
意
合
併
協
議
会
で
、
ま
ず
、
申

し
入
れ
事
項
の
取
り
扱
い
を
協
議

し
ま
し
た
。

そ
の
席
で
、
各
委
員
か
ら
は

「
今
回
、
西
有
田
町
か
ら
こ
の
よ

う
な
要
請
書
が
出
た
が
、
今
後
伊

万
里
市
、
有
田
町
か
ら
要
請
が
出

れ
ば
、
同
様
に
取
り
上
げ
て
い
く

申
し
入
れ
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

の
か
」「
ど
の
項
目
も
合
意
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
西
有
田
町
は
協

議
を
や
め
る
覚
悟
が
で
き
て
い

る
、
と
理
解
し
て
い
る
が
、
は
た

し
て
町
民
は
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

や
意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
項
目
に

つ
い
て
は
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
地
域
自
治
組
織
の

設
置
は
合
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

財
産
問
題
は
、
作
業
部
会
を
設
け

妥
協
案
を
探
る
こ
と
に
な
り
、
病

院
問
題
は
伊
万
里
市
で
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
18
日
に
行
わ
れ
た
第
16
回

西
有
田
町
が
退
会
、

協
議
会
は
１
市
１
町
で

任
意
合
併
協
議
会
で
は
、
前
回
の

第
15
回
協
議
会
で
協
議
し
た
案
件

に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
月
２
日
に
西
有
田

町
か
ら
退
会
届
が
提
出
さ
れ
、
第

16
回
協
議
会
に
は
西
有
田
町
委
員

全
員
が
欠
席
さ
れ
た
た
め
、
西
有

田
町
か
ら
の
提
案
協
議
事
項
は
協

議
で
き
な
く
な
り
、
報
告
事
項
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
西
有
田
町
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
た
退
会
届
が
受
理
さ
れ
、

西
有
田
町
の
退
会
が
正
式
に
決
定

す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
伊
万
里

市
と
有
田
町
で
協
議
会
を
継
続
す

る
こ
と
、
４
月
末
ま
で
は
西
有
田

町
へ
門
戸
を
開
い
て
お
く
こ
と
も

合
わ
せ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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今
回
、
西
有
田
町
が
『
任
意
合

併
協
議
会
退
会
届
』
を
提
出
す
る

に
至
っ
た
の
は
、
法
定
合
併
協
議

会
移
行
の
前
提
と
し
て
提
出
し
て

い
た
申
し
入
れ
書
の
中
の
『
病
院

の
取
り
扱
い
』
に
対
す
る
伊
万
里

市
の
回
答
内
容(

表
３)

が
そ
の
理

由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
有
田
町
は
申
し
入
れ
書
の
中

で
『
西
有
田
共
立
病
院
を
本
院
と

し
、
新
病
院
建
設
の
場
合
は
西
有

田
町
に(

表
２
）』
と
提
案
し
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
伊
万
里
市
は
、
西

有
田
町
の
申
し
入
れ
に
対
し
て

『
公
的
病
院
を
有
す
る
伊
万
里
市

と
し
て
も
理
解
で
き
、
市
民
病
院
、

共
立
病
院
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
尊

重
す
る
た
め
に
も
、
両
病
院
の
施

設
、
運
営
を
現
行
の
ま
ま
新
市
に

引
き
継
ぎ
、
改
修
・
改
築
を
行
う

場
合
も
、
現
在
地
を
基
本
と
す
る
』

と
い
う
こ
と
を
本
協
議
に
先
だ

ち
、
事
前
に
提
案
し
ま
し
た
。

し
か
し
西
有
田
町
は
「
町
民
の

合
併
に
対
す
る
不
安
や
懸
念
を
払

し
ょ
く
す
る
に
は
程
遠
く
協
議
の

継
続
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
て
何

の
協
議
も
さ
れ
ず
退
会
届
を
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
永
西
有
田
町
長
は
平

成
15
年
11
月
の
第
15
回
協
議
会
で

「
共
立
病
院
の
存
在
は
、
西
有
田

町
民
に
と
っ
て
地
域
の
誇
り
、
安

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
西
有
田
町
に
と
っ
て

病
院
問
題
が
最
大
の
協
議
事
項
の

一
つ
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
ふ
ま

え
て
の
回
答
を
し
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
伊
万
里
市
の
考
え
方

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
任
意
合
併
協
議
会
退
会
届
』

は
、
西
有
田
町
長
と
西
有
田
町
議

会
議
長
の
連
名
で
、
３
月
２
日
の

『
１
市
２
町
首
長
・
助
役
、
議
会

議
長
・
副
議
長
会
議
』
の
席
上
で

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
会
長
で
あ
る
塚
部
市
長

は
『
住
民
代
表
委
員
ら
も
出
席
し

た
任
意
合
併
協
議
会
の
場
で
説
明

す
べ
き
問
題
。
次
回
協
議
会
の
協

議
後
に
判
断
し
て
い
た
だ
き
た

い
』
と
し
て
受
理
せ
ず
、
保
留
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
西
有
田
町
長
は
、
３
月

議
会
で
の
一
般
質
問
や
記
者
会
見

で
「
３
月
18
日
の
任
意
合
併
協
議

会
は
、
す
で
に
退
会
届
を
提
出
し

た
の
で
出
席
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
、
第
16
回
協
議
会
は
西

有
田
町
の
全
委
員
が
欠
席
の
ま
ま

病
院
問
題
の
動
向

西
有
田
町
の

退
会
届
に
つ
い
て
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開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
18
日
の
協
議
会
で
は
、
一

部
の
委
員
か
ら
「
こ
の
協
議
会
の

場
で
、
西
有
田
町
の
委
員
が
出
席

し
て
説
明
し
て
ほ
し
か
っ
た
」

「
西
有
田
町
の
退
会
は
非
常
に
残

念
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
退
会
届
の

放
置
は
で
き
な
い
と
し
て
、
同
日

付
で
受
理
さ
れ
、
西
有
田
町
の
退

会
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

西
有
田
町
か
ら
の
『
脱
会
届

（
上
表
）』
を
受
理
し
た
こ
と
を
受

け
、
第
16
回
協
議
会
で
は
任
意
合

併
協
議
会
の
今
後
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

事
前
に
開
か
れ
た
正
副
会
長
会

議
で
、
伊
万
里
市
長
と
有
田
町
長

は
「
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

は
厳
し
い
。
伊
万
里
市
と
有
田
町

の
枠
組
み
は
飛
び
地
と
な
る
が
、

解
散
す
る
と
な
れ
ば
時
間
的
な
ロ

ス
と
な
る
。
途
中
で
西
有
田
町
か

ら
再
度
、
加
入
し
た
い
旨
の
申
し

入
れ
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
、
ま
ず
は
、
あ
く
ま
で

１
市
２
町
の
将
来
的
な
合
併
を
視

野
に
入
れ
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

合
併
に
向
か
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
」
と
話
し
合
い
、
協
議
会
へ
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
協
議
で
は
、
伊

万
里
市
の
多
く
の
委
員
か
ら
は

「
協
議
を
続
け
て
き
た
わ
け
だ
か

ら
こ
の
ま
ま
１
市
１
町
の
枠
組
み

で
続
け
る
べ
き
」「
解
散
す
る
と

選
択
肢
が
無
く
な
る
の
は
残
念
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
有
田
町
の
委
員

か
ら
は
「
一
旦
、
区
切
り
を
つ
け

解
散
し
た
ほ
う
が
い
い
」「
隣
町

と
し
て
関
係
の
深
い
西
有
田
町
を

選
択
肢
か
ら
除
く
わ
け
に
は
い
か

な
い
」「
持
ち
帰
っ
て
議
会
や
町

民
の
声
を
聞
き
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
１
市
１
町
の
枠
組
み

で
任
意
合
併
協
議
会
を
存
続
さ
せ

る
も
の
の
、
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
次
回
の
第
17
回
協
議
会
に

持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
西

有
田
町
の
再
度
加
入
の
た
め
、
４

月
末
日
ま
で
門
戸
を
開
け
て
お

く
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
12
日
に
行
わ
れ
た
第
17
回

任
意
合
併
協
議
会
で
『
１
市
１
町

で
の
協
議
継
続
』
が
正
式
決
定
さ

れ
、
今
後
は
法
定
協
議
会
へ
の
移

行
に
向
け
た
協
議
が
始
ま
る
予
定

で
す
。

伊
西
地
区
の

合
併
協
議
の
今
後

今
後
、
合
併
協
議
は

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
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伊
万
里
市
制
50
周
年
記
念
式
典
が
４
月
18
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
制
施
行
か
ら
50
年
を
振
り
返
り
、
塚
部
市
長
が
式

辞
を
述
べ
た
後
、
長
年
伊
万
里
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
人
た
ち
に
対

し
、
市
政
功
労
者
の
表
彰
と
善
行
賞
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
政
功
労
者
と
善
行
賞
の
受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

記念式典での交響詩伊万里の発表
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当
日
は
『
再
発
見
！
こ
だ
わ
り

の
伊
万
里
の
お
宝
50
選
』
が
発

表
さ
れ
ま
し
た

市
政
功
労
者
と
善
行
賞
の
受
賞
者

の
皆
さ
ん



■子ども太鼓

IMARI ８

50
2004.4.18

■パレード

■府招浮立

■島田洋七トークショー

■至誠龍神太鼓

郷土芸能発表全紹介

市制50周年！
伊万里駅周辺で開催されたイベント紹介

■脇野大念仏
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■伊万里太鼓

■もっこ踊り■取り追う祭り

■松浦音頭

■ひょっとこ踊り

■府招浮立

■イベント会場

■物産展

■フリーマーケット

みんなで祝った
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鍋島大賞受賞作品
『世界の平和賛歌 幸せのハーモニー（手話）』

子どもの部優秀賞受賞作品
『動物の小物入れ』
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国
道
２
０
２
号
バ
イ
パ
ス
と
市
街
地

を
結
ぶ
『
都
市
計
画
道
路
伊
万
里
駅
前

線
（
通
称
・
南
北
道
路
）』
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
４
月
５
日
、
開
通
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
南
北
道
路
は
、
平
成
10
年
か
ら

伊
万
里
駅
周
辺
整
備
事
業
と
一
体
と
な

り
整
備
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。
駅

前
広
場
か
ら
国
道
２
０
２
号
ま
で
の
延

長
は
約
３
５
０
㍍
。
片
側
１
車
線
で
す

が
、
二
輪
・
自
転
車
用
の
車
線
と
両
側

に
幅
８
㍍
の
歩
道
を
備
え
て
い
て
、
総

幅
員
は
30
㍍
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
街
路

灯
に
は
陶
板
72
枚
を
設
置
し
、『
焼
き
物

の
ま
ち
伊
万
里
』
を
演
出
。
平
成
14
年

に
完
成
し
た
東
西
両
駅
ビ
ル
を
中
心
と

し
て
、
周
辺
に
は
ベ
ン
チ
や
緑
の
木
々

を
多
く
配
置
し
『
く
つ
ろ
ぎ
と
ゆ
と
り
』

の
あ
る
都
市
景
観
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

開
通
式
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
塚
部

市
長
は
「
こ
の
事
業
は
、
鉄
道
分
断
と

い
う
前
代
未
聞
の
道
路
計
画
で
あ
っ
た

た
め
、
数
々
の
難
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、

関
係
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
発
展
を
願
う
皆
さ
ん
の
暖

か
い
想
い
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
生
ま
れ
変
わ

っ
た
伊
万
里
駅
周
辺
を
皆
さ
ん
が
有
効

に
活
用
し
、
よ
り
快
適
で
文
化
的
な
都

市
空
間
と
な
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット関係者が出席して行われた開通式でのテープカット

中
国
大
連
市
か
ら
、
夏

徳
仁
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
同
市
政
府
代
表
団
一

行
12
人
が
４
月
３
日
、
伊
万
里
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

夏
市
長
は
、
仙
台
市
で
行
わ
れ
た
日

中
経
済
協
力
会
議
出
席
の
た
め
来
日
。

帰
国
前
に
、
長
年
友
好
交
流
を
続
け
て

い
る
本
市
の
市
制
50
周
年
を
祝
福
す
る

た
め
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
す
。

大
連
市
と
の
友
好
交
流
は
今
年
で
17

年
目
。
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

を
は
じ
め
、
公
務
研
修
生
・
農
業
研
修

生
の
受
け
入
れ
や
梨
栽
培
指
導
者
の
派

遣
な
ど
、
多
方
面
で
の
交
流
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
伊

万
里
港
と
大
連
港
と
を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ

船
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
経
済
分

野
で
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
関
係
者
や
日
中
友
好
協

会
の
皆
さ
ん
が
出
迎
え
る
中
、
夏
市
長

一
行
が
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里
に
到

着
。
懇
談
会
を
開
催
し
、
そ
の
席
で
塚

部
市
長
は
「
市
制
50
周
年
と
い
う
節
目

の
時
に
来
訪
し
て
い
た
だ
き
た
い
へ
ん

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
両
市
の

特
色
を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
交
流
を
深

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
夏
市
長

は
「
今
後
は
海
洋
温
度
差
発
電
な
ど
、

新
分
野
で
の
交
流
が
開
け
る
で
し
ょ
う
」

と
述
べ
、
伊
万
里
焼
の
輸
出

や
大
連
の
海
産
物
養
殖
技
術

の
提
供
な
ど
、
新
た
な
交
流

構
想
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
夏
市
長
一
行
は

市
役
所
へ
移
動
。
塚
部
市
長

と
と
も
に
市
役
所
庭
園
に
大

連
市
の
花
木
で
あ
る
ア
カ
シ

ア
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

記念植樹したアカシアの木の前
で握手を交わす夏 徳仁市長と
塚部市長

◆遼寧省大連市：中国東北部の遼東半島にあり人口は590万人。東北部最大の港がある。
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今
年
も
、
は
や
、
５

月
と
な
り
ま
し
た
。『
光

陰
矢
の
如
し
』
の
感
、

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
年
、
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

は
、
実
は
人
権
・
同
和
問
題
に
お
い

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
年
な
の
で

す
。皆

さ
ん
は
『
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
10
年
』
と
い
う
活
動
が
、
今
、

世
界
の
各
国
で
実
践
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
権
尊
重
の
精
神
を
社
会
の

染
付
銹
地
茄
子
文
皿
は
、
五

寸
皿
で
す
。
盛
期
に
つ
く
ら
れ

た
典
型
的
な
木も

く

杯は
い

形が
た

の
鍋
島
に

く
ら
べ
て
器
形
が
浅
い
の
で
、

大
川
内
山
で
鍋
島
藩
窯
が
開
か

れ
る
延え

ん

宝ぽ
う

３
年（
１
６
７
５
年
）

ご
ろ
よ
り
前
に
つ
く
ら
れ
た
初

期
鍋
島
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

陶
片
が
鍋
島
藩
窯
跡
か
ら
出

土
し
た
と
い
わ
れ
、
初
期
鍋
島

が
大
川
内
山
で
造
ら
れ
て
い
た

証
拠
に
な
り
ま
す
。

見
込
み
（
皿
の
内
側
）
は
器

面
い
っ
ぱ
い
に
茄
子
を
描
き
、

背
景
に
銹さ

び

釉ゆ
う

を
施
し
て
い
ま

す
。
ト
ゲ
ま
で
描
き
込
ま
れ
た

ヘ
タ
の
写
生
的
な
表
現
に
く
ら

べ
、
茄
子
の
身
は
酢か

漿た
ば

草み

文も
ん

の

平
面
的
な
装
飾
文
様
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

鍋
島
で
は
、
こ
の
よ
う
に
具

体
的
な
も
の
の
輪
郭
と
抽
象
的

な
文
様
と
を
組
み
合
わ
せ
る
図

案
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
ま

す
。
こ
の
手
法
は
古
伊
万
里
の

初
期
色
絵
磁
器
で
も
し
ば
し
ば

見
ら
れ
、
鍋
島
の
成
立
に
古
伊

万
里
の
初
期
色
絵
磁
器
の
影
響

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

染
付
に
ム
ラ
が
あ
り
、
酢
漿

草
文
が
ふ
ぞ
ろ
い
な
点
も
初
期

鍋
島
ら
し
い
点
で
す
。

裏
文
様
は
唐か

ら

花は
な

文も
ん

を
五
方
に

配
し
、太
い
唐
草
で
繋つ

な

ぎ
ま
す
。

高こ
う

台だ
い

文
様
は
幾き

何か

学が
く

的
な
文
様

が
め
ぐ
り
ま
す
。

染そ

め

付つ

け

銹さ

び

地じ

茄な

子す

文も

ん

皿ざ

ら

〜
鍋
島
藩
窯
開
窯
期
の
作
品
、
お
お
ら
か
さ
を
残
す
図
案
〜

将
軍
や
大
名
が
愛
し
た
器
た
ち
触

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎｏ.151

隅
々
に
ま
で
広
げ
、
日
常
生
活
に
お

け
る
人
権
文
化
の
創
造
を
と
、
国
際

的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
伊
万
里
市
に
お
い
て
も
、

推
進
本
部
が
設
置
さ
れ『
基
本
方
針
』

を
定
め
て
取
り
組
み
が
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
１
９
９
４
年
（
平

成
６
年
）の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
お
分

か
り
の
よ
う
に
、
今
年
が
そ
の
最
終

年
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
時
機
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、

わ
が
国
に
お
い
て
、
ま
た
伊
万
里
市

に
お
い
て
、
10
年
間
の
取
り
組
み
の

成
果
が
確
か
に
実
を
結
ん
で
い
る
か

を
真
剣
に
反
省
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。残

念
な
こ
と
に
、
わ
た
し
た
ち
の

身
の
回
り
に
は
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
、
児
童
虐
待
、
障
害
者
差
別
、
高

齢
者
差
別
、ハ
ン
セ
ン
病
問
題
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
権
問
題
が
未
解

決
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。『
成
果

が
あ
が
っ
た
』
と
は
と
て
も
言
え
な

い
の
が
現
実
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
『
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
10
年
』
の
最
終
年
に
あ
た

り
、
人
権
・
同
和
問
題
を
『
自
ら
の

課
題
』
と
し
て
と
ら
え
、
ま
ず
は
自

分
の
身
の
回
り
か
ら
人
権
侵
害
事
象

を
な
く
し
て
い
く
よ
う
自
ら
努
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
市
社
会
教
育
指
導
員
）

身
の
回
り
か
ら

と
題
し
た
絵
本
ラ
イ
ブ
を
開
催
。

川
端
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
落
語
絵
本
『
じ
ゅ
げ
む
』
を

は
じ
め
、
自
作
の
絵
本
数
冊
を
解

説
つ
き
で
開
き
読
み
す
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り
絵
本
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
『
絵
本
と

と
も
に
旅
を
し
て
』
と
題
し
た
講

演
を
開
催
。
読
者
と
出
会
っ
て
感

じ
た
こ
と
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
を

交
え
な
が
ら
絵
本
制
作
の
裏
話
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

親
子
そ
ろ
っ
て

楽
し
い
ひ
と
と
き

絵
本
作
家
川
端

誠
さ
ん
の
講

演
会
が
、
３
月
21
日
、
市
民
図
書

館
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
午
前
と
午
後
の
部

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
午
前
の
部

で
は
『
作
者
自
身
が
自
作
絵
本
を

お
も
し
ろ
お
か
し
く
開
き
読
み
』

絵
本
作
家

川
端

誠
さ
ん
講
演
会



廃食油でトラクターが動く！
資源循環型社会を考える『第３回菜の花祭り』が大

坪町古賀グラウンドでありました。菜の花を栽培して
菜種油を精製し、その廃食油を燃料化するなど、当日
は廃食油を燃料としたトラクターや自動車の試運転が
行われ、会場に集まった人たちも驚いていました。

市制50周年記念事業『澤井豊泉（友染作家）里帰り
展と壬生狂言古衣裳展』が市民図書館でありました。
今回は、伊万里市と明星桜が取り持つ縁で京都壬生寺
に伝わる門外不出の貴重な狂言の古衣裳と、波多津町
出身の澤井さんの作品『明星桜』（屏風）などを展示。
また、澤井さんのご好意により、明星桜保存のための
チャリティー作品も販売され、24日には東山代町の浦
川内地区明星桜保存会に益金が寄付されました。

農業について５万字以上書きました

松浦町民待望の松浦公民館が落成

明星桜が咲く季節に里帰り展！

中国大連市からの農業研修生欒
らん

天
てん

明
めい

さんが昨年10
月からの研修期間を修了し、大連に帰ることになりま
した。欒さんは農業発展の施策や農業経営などについ
て勉強し、５万字以上のレポートを作成。伊万里のす
ばらしい農業を大連で活用したいと語っていました。

旧松浦中学校跡地に建設されていた松浦公民館が完
成し、落成式が行われました。公民館は入口にスロー
プと自動ドアを設置し、館内の段差をなくした完全バ
リアフリー構造。これからは地区住民の生涯学習、健
康増進などの拠点として活用されます。

４.１

３.28

３.24

３.28
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大川内山に焼き物ファンが詰めかけた

新火葬場『やすらぎ斎苑』落成

脇野の歴史と自然、ふるさとの味を満喫

大坪町の旧伊万里市火葬場の東隣に建設していた新
火葬場『やすらぎ斎苑』がこのほど完成し、落成式が
ありました。これは、伊万里市、有田町、西有田町が
約15億6000万円をかけて共同建設。最新の技術を駆
使し環境にやさしい施設として落成しました。

東山代町脇野の地域活性化グループ『脇野よか隊』
が主催する『史跡めぐりと明星桜花見』ツアーがあり
ました。当日は、市内外から43人が参加。白蛇山岩陰
遺跡（写真）などの歴史文化や自然風景、女性メンバ
ー手づくりのお弁当に参加者は大満足のようすでした。

『秘窯の里』大川内山で毎年恒例の春の窯元市があ
りました。１日からの５日間、窯元は“春爛漫”をテ
ーマに新作を展示。この日は、時折小雨が降っていま
したが、県内外から多くの焼き物ファンが詰めかけて
掘り出し物を探していました。

３.21

３.24

地元まちおこしグループ『二里町をなんとかしゅう会』
が『観

かん

竹
たけ

まつり』を初めて行いました。これは竹灯ろう
3000本を有田川河川敷に敷き詰めたもので、同会の若
手が中心となって企画。竹の中で柔らかく光る炎の祭典
に、集まった人たちはうっとりと見入っていました。

有田川河川敷に3000本の竹灯ろう

４.４

４.10

大
坪
町
白
野
の
山
王
神
社
で
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
『
大
御
田
祭
』
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
祭
は
、
山
王
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る

大お
お

山や
ま

咋
く
い
の

神か
み

の
使
い
が
猿
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
12
年
に
一
度
の
申
年
に
の
み
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
申
年
生
ま
れ
の
４
人
の
巫
女

が
、
２
月
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
と
い
う

み
ご
と
な
御
神
楽
舞
を
披
露
。
そ
の
後
、
境

内
の
広
場
で
『
お
田
植
え
式
』
が
行
わ
れ
、

昔
な
が
ら
の
農
具
で
の
『
田
起
こ
し
』
や

『
代し

ろ

か
き
』、
早さ

乙お
と

女め

た
ち
に
よ
る
『
種
ま
き
』

や
『
田
植
え
』
が
演
じ
ら
れ

ま
し
た
。

17 IMARI

境内の広場を田んぼに
見立てての『お田植え式』
申年生まれの４人の巫

女による御神楽舞

12
年
に
一
度
の
申さ

る

年
だ
け

山さ

ん

王の

う

神
社
大お

お

御お

ん

田だ

祭さ

い

４.11



牧
野
　
季
子

母
の
日
も
亭
主
関
白
酔
へ
ば
寝
る

幼
子
の
笑
顔
に
似
た
る
石
楠
花
の
蕾
を
濡
ら
す
雨

に
傘
さ
す

船
屋
町

中
島
　
不
識
洞

立
花
町
西
円
蔵
寺

焼
肉
の
材
料
を
獲
得
す
る
た
め
に

参
加
者
た
ち
が
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ

に
挑
戦
。
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

す
べ
て
の
材
料
を
手
に
入
れ
、
ゴ

ー
ル
の
千
畳
敷
に
到
着
す
る
と
、

用
意
さ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ

ト
で
さ
っ
そ
く
焼
肉
を
楽
し
み
ま

し
た
。

ま
た
、
焼
肉
の
後
は
参
加
者
全

員
で
ゲ
ー
ム
大
会
も
開
催
。
食
べ

て
、
遊
ん
で
、
春
の
一
日
を
大
い

に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
各
小
学
校
で
一
斉
に
入

学
式
が
行
わ
れ
た
４
月
12
日
、
山

代
西
小
学
校
で
『
黄
色
い
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
式
』
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
贈
呈
式
は
、
市
が
交
通
安

全
の
願
い
を
込
め
て
毎
年
小
学
校

の
入
学
式
に
合
わ
せ
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

は
市
内
の
新
入
学
児
全
員
に
贈
ら

れ
て
い
て
、
今
年
の
対
象
児
童
は

市
内
で
５
９
９
人
で
す
。

こ
の
日
は
、
前
田
助
役
が
山
代

西
小
学
校
の
入
学
式
を

訪
れ
、
児
童
代
表
の
柿

原
美
紅
さ
ん
（
写
真
中

央
）
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
見

か
け
た
ら
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。
新
１

年
生
も
車
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

春
の
恒
例
行
事
と
し

て
す
っ
か
り
お
な
じ
み

と
な
っ
た
『
ス
タ
ミ
ナ

焼
肉
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
』
が
、
３
月
20
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
親
子
連
れ

な
ど
２
７
０
人
が
参
加
。

国
見
台
運
動
公
園
を
出

発
し
、
７
つ
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
ク
リ
ア

し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
の
腰

岳
千
畳
敷
を
め
ざ
し
ま

し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
肉
や
野
菜
な
ど

ス
タ
ミ
ナ
焼
肉
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

頑
張
っ
た
後
の

焼
肉
は
サ
イ
コ
ー
だ
ね

丸
太
切
り
で
は
、
な
か
な
か
切
れ

ず
に
子
ど
も
た
ち
が
悪
戦
苦
闘

黄色いランドセル
カバー贈呈式

交通事故から
新入生を守ろう
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わ
た
し
は
歌
や
ダ
ン
ス
が
大
好

き
。
音
楽
が
流
れ
る
と
手
を
た
た

い
て
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
た
り
、
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
す
る

の
が
と
っ
て
も
楽
し
い
の
。
特
に

今
は
、
テ
レ
ビ
の
『
お
母
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
』
に
出
て
く
る
『
イ
チ

ジ
ョ
ウ
マ
ン
』
に
夢
中
な
ん
だ
。

と
っ
て
も
か
っ
こ
い
い
ん
だ
よ
。

副
そえ

島
じま

佳
か

奈
な

絵
え

さん(19歳) 戸
と

石
いし

川
がわ

奈
な

津
つ

ちゃん

佐
那
子
姉
ち
ゃ
ん
と
奈
津
の
笑

顔
が
わ
た
し
た
ち
の
一
番
の
元
気

の
素
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

★
お
仕
事
は

社
会
保
険
浦
之
崎
病
院
で
看
護

助
手
と
し
て
働
い
て
も
う
す
ぐ

１
年
に
な
り
ま
す
。
だ
い
ぶ
仕

事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

ド
ラ
イ
ブ
が
多
い
で
す
ね
。
平

日
の
休
み
が
多
い
の
で
友
達
と

な
か
な
か
遊
べ
ま
せ
ん
が
、
遊

ぶ
と
な
る
と
た
と
え
夜
勤
明
け

で
も
元
気
に
出
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

★
特
技
は

す
ぐ
寝
れ
る
こ
と
。
一
度
寝
た

ら
な
か
な
か
起
き
ま
せ
ん
ね
。

★
将
来
の
夢
は

ズ
バ
リ
結
婚
。
で
も
、
相
手
は

ま
だ
い
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

★文博・薫さんの次女

★黒川町小黒川

★大川内町平尾

★ふたご座・Ｏ型

( )１歳
８か月

10
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９日（日）
●波多津町民体育祭
８時半開会 波多津運動広場

●伊万里町民運動会
８時45分開会 伊万里小学校
16日（日）
●大坪地区町民運動会
８時半開会 大坪小学校
●大川内町民
300歳ソフトボール大会
８時開会 大川内小学校

●二里町民体育大会
10時開会 二里小学校
●立花地区町民運動会
８時半開会 立花小学校
23日（日）
●東山代町西田旗争奪スロー

ピッチソフトボール大会
８時半開会 東山代運動広場
６月６日（日）
●伊万里町民球技大会
８時40分開会 伊万里小学校

ほか

２日（日）
●招待高校野球大会
９時開会 国見台野球場

３日（月）
●国見台陸上競技選手権大会
９時20分開会

国見台陸上競技場
１、４、５、８、９日
●市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球春季大会
９時開会 国見台野球場

16日（日）、23日（日）
●市スポーツ少年団野球交流大会
８時開会 南波多小学校

５月の市民スポーツ

５月の町民スポーツ

さわやかな笑顔に
さわやかな汗

市さわやかスポーツレクリエーション祭

第
11
回
市
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
、
３
月

20
日
、
国
見
台
運
動
公
園
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽

に
参
加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
よ
う
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ぺ
タ
ン
ク
、
玉
入

れ
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
の
６
種
目
が

行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
７
０
０
人
が
参
加
。
各
会

場
の
参
加
者
の
顔
に
は
、
勝
っ
て

も
負
け
て
も
さ
わ
や
か
な
笑
顔
、

そ
し
て
さ
わ
や
か
な
汗
が
光
っ
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
各
競
技
の
上
位
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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に
結
び
つ
け
る
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
行
政
に
つ
い
て
納
得
で
き

な
い
こ
と
や
お
困
り
の
こ
と
な
ど

が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●

日

時

毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会

場

市
役
所
１
階
市
民
相

談
コ
ー
ナ
ー

●

行
政
相
談
委
員

小
嶋
紀
夫
、
徳
久
信
子

●

問
合
先

佐
賀
行
政
評
価
事
務
所

（
1
０
９
５
２
@2
２
６
５
１
）

情
報
推
進
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
６
）

●

対
象
者

①
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と

②
申
請
時
に
40
歳
以
上
69
歳
以
下

の
人
（
老
人
医
療
受
給
者
お
よ

び
入
院
療
養
中
の
人
を
除
く
）

③
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
人

④
今
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
を
し
て
い
な
い
人

《
人
間
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金

９
０
８
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

市
民
病
院
ほ
か
市
内
７
病
院

▽
検
査
項
目
数

●

日

時

５
月
13
日
（
木
）

午
前
11
時
開
式

●

会

場

市
民
会
館

※
当
日
は
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

の
で
、
自
家
用
車
で
お
越
し
の

際
は
、
で
き
る
だ
け
相
乗
り
で

お
願
い
し
ま
す

●

問
合
先

福
祉
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
５
５
）

①
わ
く
わ
く
広
場

●

対

象

就
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

午
前
10
時
〜
正
午

▽
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ス
（
金
曜
日
）

５
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

▽
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
コ
ー
ス（
月
曜
日
）

５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

②
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

●

対

象

０
〜
１
歳
３
か
月
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

●

日

時

５
月
11
日
、
18
日
、
25
日
、
27
日

午
前
10
時
〜
正
午

③
ぽ
っ
ぽ
マ
マ
の
つ
ど
い

●

対

象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

●

日

時

５
月
６
日

午
前
10
時
〜
11
時
半

●

テ
ー
マ

仲
間
づ
く
り

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

④
つ
く
し
ん
ぼ
ラ
ン
ド

●

対

象

就
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

●

日

時

５
月
12
日
、
19
日

午
前
10
時
〜
11
時
半

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

会

場

①
〜
③
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

④
立
花
公
民
館

※
一
時
保
育
・
休
日
保
育
も
行
っ

て
い
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
1
@3
５
１
９
７
）

総
務
省
は
、
国
な
ど
の
行
政
に

対
す
る
意
見
や
苦
情
、
要
望
を
受

け
付
け
、
行
政
運
営
の
改
善
な
ど

くらしのお
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

に

助

成

し

ま

す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

春
季
行
政
相
談
週
間

５
月
17
日
〜
23
日

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

血
液
等
検
査
、
心
電
図
な
ど
16

項
目

《
脳
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金

１
万
４
７
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

山
元
外
科
病
院
、
西
有
田
共
立

病
院

▽
検
査
項
目
数

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
血
液
検
査
な
ど

10
項
目

※
ど
ち
ら
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
お
早
め
に

●

問
合
先

長
寿
社
会
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
３
）

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た

め
、
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を

共
同
で
施
工
す
る
場
合
に
は
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業

事
業
の
受
益
農
地
が
１
㌶
以
上

で
、
受
益
戸
数
が
５
戸
以
上
あ

る
農
道
、
水
路
、
た
め
池
な
ど

の
新
設
、
舗
装
、
改
良
、
し
ゅ

ん
せ
つ
事
業

●

補
助
率

事
業
費
の
50
I
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限

50
万
円

●

申
請
方
法

計
画
地
区
ご
と
に
申
請
書
と
現

況
写
真
を
添
付
し
、
区
長
名
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い

●

提
出
期
限

５
月
31
日
（
月
）

※
昨
年
申
請
し
、
未
認
可
と
な
っ

た
地
区
に
つ
い
て
は
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
期
限
は
厳
守
し

て
く
だ
さ
い

●

申
請
・
問
合
先

農
村
整
備
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
８
９
）

小
規
模
土
地
改
良
事
業

の

申

請

受

付

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）



●

日

時

５
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内

容

▼
『
賢
い
消
費
者
』
『
食
の
安

全
・
安
心
』
コ
ー
ナ
ー

①
食
品
の
品
質
表
示
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
展
示
な
ど

②
問
題
商
法
や
契
約
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示

・
携
帯
電
話
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
な
ど

③
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
無
料

相
談

④
市
内
の
消
費
生
活
相
談
状
況

▼
消
費
者
グ
ル
ー
プ
コ
ー
ナ
ー

①
ア
イ
デ
ア
リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
の

展
示

②
手
づ
く
り
せ
っ
け
ん
、
ア
ク
リ

ル
た
わ
し
の
販
売

▼
九
州
農
政
局

佐
賀
農
政
事
務
所
コ
ー
ナ
ー

●

問
合
先

情
報
推
進
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）

伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
は
、
よ
り
多
く
の

市
民
参
加
を
得
て
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容

企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
祭
り
の

全
般
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
ま
す

●

参
加
資
格

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
は
学
校
お
よ
び
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

●

申
込
方
法

電
話
で
実
行
委
員
会
事
務
局
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
商

工
観
光
課
内
）

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
８
５
）

●

日

時

12
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
開
演

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

募
集
部
門

歌
、
器
楽

※
ソ
ロ
出
場
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど
は
参
加
で

き
ま
せ
ん

●

応
募
資
格

市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
で
常
時
活
動
し
て
い
る

団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

●

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
町
公
民

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

応
募
期
限

６
月
30
日
（
水
）

●

問
合
先

生
涯
学
習
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
５
３
）

①
県
職
員
（
大
卒
程
度
）

●

受
験
資
格

22
歳
以
上
30
歳
未
満
（
平
成
17

くらしの

ぼ
し
ゅ
う

市
制
50
周
年
記
念
事
業

市

民

音

楽

祭

年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

②
県
職
員
（
短
大
卒
程
度
）

●

受
験
資
格

20
歳
以
上
28
歳
未
満
（
平
成
17

年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

●

受
付
期
間
（
①
②
い
ず
れ
も
）

５
月
６
日
〜
27
日

●

１
次
試
験
日
（
①
②
い
ず
れ
も
）

６
月
27
日
（
日
）

▽
警
察
官
Ａ

●

受
験
資
格

30
歳
未
満
（
平
成
17
年
４
月
１

日
現
在
）
の
人
で
、
大
学
を
卒

業
ま
た
は
平
成
17
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

●

受
付
期
間

５
月
14
日
〜
６
月
４
日

●

１
次
試
験
日

７
月
11
日
（
日
）

●

申
込
・
問
合
先

佐
賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
1
０
９
５
２
@5
７
２
４
１
）

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
の

ス

タ

ッ

フ

募

集

県
職
員
・
警
察
官

採

用

試

験

あ
な
た
と
私
の
生
活
展

を

開

催

し

ま

す

し
け
ん
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４
月
18
日
に
、
伊
万
里
市
制
施
行
50
周
年
記

念
式
典
が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
あ
わ
せ

て
郷
土
芸
能
発
表
会
や
パ
レ
ー
ド
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
物
産
展
な
ど
、
50
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
伊
万
里
駅
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
詰
め
か
け
、

ど
の
会
場
も
大
盛
況
で
し
た
。
特
に
、
郷
土
芸

能
発
表
会
で
は
、
そ
の
季
節
に
そ
の
地
元
で
し

か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
伝
統
芸
能
な
ど
が
一

度
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
来
場
者
の
皆
さ
ん

は
大
満
足
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
回
は
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に
は
地
元
で
行
わ
れ
る

実
際
の
祭
り
や
伝
統
行
事
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
楽
し
い
で
す
よ
。（
Ｈ
）

人のうごき
平成16年４月１日現在
●人口 59,446人 （－226）

男 28,386人 （－106）
女 31,060人 （－120）

●世帯 20,653世帯（－ 12）
（ ）は前月比

広報 2004-5
■発行日／平成16年５月１日
■発行編集／伊万里市秘書課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花台1-1-1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印 刷／株式会社 三光
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ラ
ン
ド
セ
ル
が
歩
い
て
い
る

よ
う
な
、
入
学
し
た
て
の
一
年

生
の
姿
に
、
思
わ
ず
目
を
細
め
た
。

入
学
と
い
え
ば
、
親
子
が
満

開
の
花
を
く
ぐ
り
、
校
門
を
入

る
の
が
春
の
風
物
詩
で
あ
っ
た

が
、
近
年
は
も
う
葉
桜
で
あ
る
。

開
花
が
早
ま
っ
た
の
は
、
温

暖
化
の
影
響
だ
と
か
…
。

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
自

然
だ
け
で
は
な
い
。

私
が
教
職
に
就
い
た
の
は
、

市
制
施
行
の
一
年
前
。
そ
の
こ

ろ
と
す
る
と
、
子
ど
も
を
め
ぐ

る
環
境
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
。

当
時
は
、
と
っ
こ
づ
み
の
ま

わ
り
で
遊
ぶ
子
や
と
り
も
ち
で

メ
ジ
ロ
を
捕
っ
た
り
、
罠わ

な

か
け

を
し
た
り
す
る
子
ど
も
が
い

た
。
夏
の
川
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
声
が
は
じ
け
た
。

子
ど
も
は
、
太
陽
の
ぬ
く
も

松島町 前
まえ

田
だ

和
かず

茂
しげ

さん

伊万里市は今年４月、市制施行50周年を迎えました。皆さんとともに歩んだ半世紀に
はそれぞれの思い出があります。そしてまた、新たな半世紀に向かって歩んでいきます。
このコーナーでは、皆さんの懐かしい思い出や未来へのエールをご紹介します。

『五十年の節目に思う』

り
を
身
に
ま
と
い
、
土
や
草
木

の
に
お
い
を
発
散
さ
せ
て
い
た
。

お
下
が
り
の
学
生
服
を
着
た

子
や
、
古
着
で
こ
し
ら
え
て
も

ら
っ
た
も
ん
ぺ
姿
の
女
の
子
も

珍
し
く
な
か
っ
た
。
身
な
り
は

質
素
で
も
無
邪
気
で
た
く
ま
し

く
、
「
不
登
校
」
な
ど
、
言
葉

さ
え
な
か
っ
た
。

機
械
化
、
電
子
化
が
進
み
、

世
の
中
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ

て
い
く
。
そ
れ
は
い
い
こ
と
だ

が
、
反
面
、
体
験
の
機
会
が
減

り
、
コ
コ
ロ
が
涸か

れ
て
い
く
と

し
た
ら
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら

れ
な
い
。

そ
こ
で
今
、
学
校
で
は
体
験

活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

先
般
、
子
ど
も
た
ち
が
、
地

域
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
「
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
」

や
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
宣
言
書
」

と
し
て
ま
と
め
、
市
長
へ
届
け

た
と
い
う
。
こ
の
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
市
民
と

行
政
の
協
働
も
き
っ
と
前
進
す

る
だ
ろ
う
。

過
日
、
春
光
を
浴
び
て
、
鴨

の
親
子
が
川
面
を
滑
り
、
白
鷺

が
思
い
思
い
に
佇
ん
で
光
っ
て

い
た
。

癒
し
の
風
景
　
　
思
わ
ず
足

が
止
ま
っ
た
。

伊
万
里
の
自
然
は
、
今
な
お

豊
か
で
あ
る
。

駅
前
広
場
に
は
、
は
ち
が
め

（
カ
ブ
ト
ガ
ニ
）
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
つ
く
ら
れ
、
長
浜
干
拓

に
越
冬
ツ
ル
を
誘
致
す
る
た
め

の
地
権
者
の
同
意
も
得
ら
れ
た

と
い
う
。
い
ず
れ
、
は
ち
が
め

の
そ
ば
に
ツ
ル
の
造
形
が
並
ぶ

か
も
し
れ
な
い
。

カ
メ
が
遊
び
ツ
ル
が
舞
い
、

そ
し
て
貿
易
船
や
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
で
栄
え
る
港

こ
れ
か
ら
の
五
十
年
に
向
っ

て
、
伊
万
里
の
夢
が
ひ
ろ
が
る
。

市制50周年記念事業ロゴマ－ク
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